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医学部図書館の現実と新図書館建築への努力

戸
全国ほとんどすべての大学医学部に独立した図書館が設置されているにもかかわらず，北

大だけが図書館らしい図書館をもたないことは恥かしぐもあり，なさけなくもある。昨年の全

国医学図書館長会議において，「各大学医学図書館の格差が年々大きくひろがりつつあり，よ

い図書館はますます充実し発展するが，不完備なところでは何らの進歩も承られない」ことが

問題になった。北大の場合，施設が悪いため発展させるにも手のつくしょうがなく，研究者の

強い要望にも応え得ない現状である。他大学と同じレベルの医学図書館を－，も早く建設する

ことが切実なねがいである。ことに医学部研究棟の改築が進行するとともに，新しい建物に近

接して新しい図書館をもつことが絶対必要である。

医学の研究に必要とする文献はきわめて広い領域におよんでいる。現実において医学部か

ら他部局（附属病院をふくまない）へ貸出す書籍数は実に5,000冊に近い。いいかえると，毎日

15冊以上を他部局の研究者に貸出しているわけである。また，他学部から依頼される文献の複

写も1カ月1,500枚におよぶ。この事実は，医学図書館はひとり医学部だけのものでなく，学

内の関連部局の研究者によって広く利用されるものであることを明らかに示している。この点

を考慮して医学系図書館の構想は，たとえ医学部と附属病院を中心としても，新設される歯学

部をふくめ関連諸部局の共同利用施設とし，中央図書館の分館の形をとることが望ましいと承

られる。これについて関連部局，大学当局並びに中央図書館の理解と援助を期待して止まない。

なお，医学部では，この一年間図書館の業務改善に少なからず努力してきた。概要をあげ

ると,(1)医学部図書館に附属病院図書室を吸収合併したこと,(2)外国雑誌購入数を他大学の

レベルまで一挙に増加したこと，（3）各講座保管図書の整理を援助したこと，（4）文献複写業務

を拡張したこと，（5）英文モノグラフ・シリーズの刊行を計画し，本年度から毎年1～2冊を出

版すること，（6）各教官の推薦による学生参考図書目録を作成し，全学生に配布すると共に，今

後学生閲覧用に，これらの図書を備え付ける計画をすすめていることなどがある。さらに，医

学図書館協会のメドラース加入にそなえ，医学図書館センターとの緊密な連絡方法としてテレ

ックスの導入について目下検討中である。レファレンス・サービスは今後とりかからなければ

ならない最も重要な問題である。
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◆ 会議

第20回図書館委員会

くとぎ昭和42年3月22日（水）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

L教養部井上委員より，教養部図書館設置について，その構想を説明，基本的方針については了承した。

2．医学部伊藤委員より，医学系図書館設置について，主旨と概要の説明があり，協力方要望に対して，これ

を了承した。

3．図書館機構検討の問題について，各部局より意見が述べられた。

第21回図書館委員会

くとぎ昭和42年5月4日（木）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．閲覧規程の一部改正について，部局所蔵図書の相互利用を規程に加えた。

2．図書館文献複写規程，同料金規程の一部改正について，（国立大学間における複写料金の統一にともなう

改正）

第4回図書館事務改善小委員会

くとき昭和42年3月20日（月）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．第2回委員会で継続審議となった登録番号につぎ今後も残すことを決定。

2．総合図書館機能として

（ｲ）学内相互利用について附属図書館閲覧規程の一部改正

（ﾛ）図書職員の総合的研修

州職員の交流

につき協議した。

3．奉仕活動として

（ｲ）総合目録を数年毎の増加目録の形として着手すること

（ﾛ）目録カード作成に本館A・Bディックを使用したいこと

ヤリ各部局が希望している製本の現状を把握し，本館にて対策を計画すること

4．指定図書の管理換については，機構検討小委員会へその審議を移すこと。

5．旧図書館書庫の利用については，ここに農学部が入る予定のため，農学部と交渉し，協力を求めることと

した。

全学図書連絡会議

くとぎ昭和42年3月20日（月）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．図奏館事務改善小委員会，同機構検討小委員会の審議経過報告の後，事務改善小委員会より当会議に付託

された事項の審議方針を協議，次いで附属図書館北方資料室の運営につき本館側より説明があった。

、

、

全学図書連絡会議

くとき昭和42年3月30日（木）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

附属図書館にて一括契約した昭和41年度分外国雑誌の受入手続につぎ木館より説明した。
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全 学図書連絡会議

くとぎ昭和42年4月10日（月）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

各部局所蔵図書の相互利用について協議，附属図書館閲覧規程の一部改正により行なうこととした。

｢学内出版物等の保存」について館長よりその主旨を説明，本館にて必要な手続を進めることとした。

購入図書等の納品書の取扱を全学統一することについては,事務改善小委員会の審議事項とも関連する為，

同小委員会で審議することとした。
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全学図書連絡会議

くとぎ昭和42年5月8日（月）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

閲覧規程の一部改正について

図書館文献複写規程，同料金規程の一部改正について

Ｌ
２F

◆トピックス

各部局所蔵図書の相互利用の実施

最近，部局間の相互利用が盛んになる傾向にあり，又図書館事務改善小委員会でも，この問題が取り上げら

れた。これらの点から相互利用の円滑を計るために，北海道大学附属図書館閲覧規程に新にミ部局所蔵図書等

の相互利用、の一章を加え，図書館委員会及び評議会の承認を得て5月17日から実施することになった。こ

の条項はあくまで各部局間の相互利用を円滑に行ない研究活動に利するように作成されたものであるので，

利用にあたっては，貸出側部局の利用に出来る丈支障が起らないよう返納期日等の遵守について充分御留意願

います。なお，20条中当該部局の長が特に必要と認めた者とは，副手，研究生及び他大学の教官等で内地留学

叉は流動研究員として本学において研究中の者をさしている。

第8章部局所蔵図書等の相互利用（北海道大学付属図書館閲覧規定の改正箇所）

本学の教官，大学院学生及び当該部局の長が特に必要と認めた者が自己の属する部局以外の部局所

蔵図書等の貸出しを希望するときは，自己の属する部局が発行する図書貸出依頼書を当該図書等所

蔵部局（以下「所蔵部局」という｡）の図書事務を所掌する掛に提出しなければならない。

前項の規定により図書貸出依頼書を提出した者は，所蔵部局の図書閲覧内規の定めるところにより，

図書等の貸出しを受けることができる。

図書貸出依頼書を発行した部局は，その依頼書により貸出しされた図書等の回収について所蔵部局

等に協力しなければならない。

第20条

一

伝
二
一
ｍ
唖
銅
一
冨
一
．

北海道大学部局所蔵図書等相互利用依頼書 No．

依 頼先発行年月日：昭和年月日

訴究誹御中：(有効期間1週間）
学部
研究所

下記の者の貴誘究需所蔵図書等の利用につき便宜をお取り計らい下さるよう願います。
蒙需教官大学院学生部局の長が必要と認めた者
氏名印電話

部局図書掛長
（図書担当掛長を含む）

◎借受希望者は直接該当部局図書掛に依頼書を提出すること。
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国立大学附属図書館文献複写料金の改正

文献複写料金は，これまで各国立大学の間で異なるため，大学図書館間の相互協力に支障がおきていた。

そのため，国立大学附属図書館で行なう文献複写の料金を全国統一料金で実施するよう文部省より通知があっ

たので，本学においても4月17日から下記の表のとおり新料金で文献複写を行なっている。ただし，複写の受

付，料金徴収の方法等は，これまでと同じである。

改正料金表

、

備考特殊撮影とは，筆字・木版等の和紙の古文書・古記録類の撮影をいう。

一Ⅱ'11-.11111-,

資料紹介
’一11ⅡIl-IIlllI-

学術雑誌の所在目録について（承前）

国内の図書館に所蔵されている学術雑誌については，前々号に紹介した諸資料によって，

その所在箇所を確認することができるが，実際には求める雑誌が，どの目録にも見出せないこ

とが少くない。このことは当然のことながら，とくに外国雑誌についていえることである。し

かしながら，これらの雑誌も，諸外国の所蔵機関を調査し，その機関へ複写依頼をすることに

よって比較的容易に必要とする雑誌論文のコピーを入手することができる。国外における学術

雑誌の所蔵を確実に調査するためには，各国のユニオン・リストを網羅的に集めねばならない

が，このことは困難であるとともに，必ずしも必要でない。諸外国の国立図書館や規模の大き

な大学図書館では，その国の主要な雑誌を所蔵していることが多いからである。ここでは国外

の「雑誌総合目録」のうち，本館の所蔵する主要なものについて簡単に説明する。なお，国外

への複写依頼については国内の場合と同様本館参考掛が事務を行なっている。

〔国外〕

*BritishUnionCatalogueofPeriodicals;aRecordofthePeriodicalsofthe

World,fromtheSeventeenthCenturytothePresentDay,inBritishLibra-

ries.1955-1958,19624Vols.,Supplemeutto1960、

英国の大学・研究機関・図書館など440機関の所蔵する17世紀以降の定期刊行物の総合

目録で，14万種以上の誌名を収録している。英国の伝統に従い所蔵は最古の誌名のもとに記

され，それ以後の変遷誌名は参照によって競古の誌名に導かれる。また，団体出版物は，その

、
画

(22）

種別 区 分
単価

学P 学タ

マイクロフイル

ム方式による

文献複写料金

基本料(撮影のみ）1件

ネガフイルム撮影料(35ミリ）1コマ

特殊撮影料1コマ

印画引仲
１
１

A5判1枚

B5判1枚

A4判1枚

B4判1枚

50円

8円

2円加算

腰
腰
腰
屑

、
〉
へ
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
〉

ワ
】
へ
。
４
－
〈
ｂ

50円

10円

2円加算

円
円
円
円

５
０
０
０

２
４
５
７

電子複写方式
による複写料金

B4判以下1枚 30腰 35円



Vo、1No．3

団体の最古の名称のもとに集められ（新しい名称より参照)，そのうち，独自の誌名を有するも

のはゴジック体を用いて，その誌名のもとに所蔵が記されていることを示す。以上のような点

から，この目録ぱ慣れるまでに相当の困難を伴うが，使用するうちに，これがいかに徹密な計

画をもって作成されたかに驚かされる。この目録は，単なる雑誌の所在目録でなく，世界中の

雑誌の誌名および発行団体名の変遷に関するすぐれた学術的労作とさえいうことができる。

*WorldListofScientificPeriodicalspublishedintheYears1900-1960.4th

ed.1963-19653Vols.

1900～1960年の間に世界中で発行された自然科学関係雑誌の英国における総合目録であ

る。所蔵機関は約300で，6万種以上の雑誌を収録している。ただ，これは普通の所在目録と

は異なり，雑誌に関するデータが明らかな限り，たとえ英国に所蔵がなくとも誌名の収録を行

戸云灘圭勝菰鯉噂襲削反熟窺鳥話麓駕妻繋蝶
イトがあるとして除外された。排列は誌名順であるが，第4版では名詞，形容詞の承の要語排

列となり，これらの要語はゴジックク体で示されている。誌名変遷の表示は相互参照による。

各誌名の末尾には英国雑誌名省略基準による略誌名が付され，また，第3巻の末尾には定期的

に開催されてきた国際会議の開催地，開催年などの盗料があって便利である。1925年以降約10

年をめどにして刊行されていた本害も，経費や編集スタッフなどの関係で，この版をもって終

ることになった。

*BritishUnionCatalogueofPeriocalsincooperatingWorldListofScientific

Periodicals・NewPeriodicalTitles.1965.233p・

本書は書名の示す雲とおりBUCPがWLSPの意図をひきついで,1960～1964年の問に新し

く発刊あるいは痩刊，また誌名の変遷のあった雑誌を調査したもので，各誌名のもとに英国の

諸機関の所蔵が示されている。編集方法はBUCPとWLSPの特長を合体し，全ての分野の学

術雑誌を，たとえ英国に所蔵がない場合でも収録している。排列は誌名順であるが，別に

WLSPの果せなかった発行団体による索引もあって，将来BUCPの改訂版を編集するのに都

r鰭j憩舞臓黒織嚇縄蝕篭至照至謙蕊鰯藍
版にあたるものである。

*UnionListofSerialsinLibrariesoftheUnitedStatesandCanada、3rded、

19655Vols.

1927年以来刊行を続けているアメリカ合衆国とカナダにおける逐次刊行物の総合目録で

ある。ここに紹介する第3版は第2版（1943）と比べると規模も著しく大きくなり，収録誌数

は156,449種，所蔵機関は956に達している。所蔵は1960年11月1日現在である。排列は誌

名順であるが，独自の誌名をもたない団体出版物(Proceedings,ScienceReportsなど）は団体

名のもとにまとめられ，その各々について所蔵が示されている。個有の誌名を有する団体出版

物は参照によって，その誌名のもとに所蔵のあることが示される。誌名変遷のある雑誌は最新

誌名のもとに所蔵が記され，古い誌名からは参照がつけられている。巻頭には所蔵機関の略号，

住所のほか，貸出，複写の可否を示す表があって，アメリカへ複写依頼をすることの多いわれ

われにとって甚だ便利である。

(23）
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A1!""－"‘‘！経済学部図書掛（室)叩,1,．"一・｡",叩肌,"､一･･"‘,a｡,．…一"川lnD1,""･つ｡．"lqpll',"･陰｡p･"‘'0息

経済学部は，昭和22年法文学部経済学科として発足し,法

経学部を経て，昭和28年経済学部として独立し，昨41年には

経済学科と経営学科の2学科となり，現在13講座を有する。

図喜掛の構成は受入整理に2名，和洋雑誌受入1名，盗料

2名，閲覧1名の総員7名からなる。

経済学部新築工事の一部分ができて昨年5月に図書掛が先

づ引越を行なった。続いて12月末工事の殆どが完了して学部

の移転を行ない，新所在地は附属図書館西隣りの北9条西7丁

nとなる。更に今年3月末にはスラブ研究室と図書館北側3階

廊下の問に渡り廊下が完成し，書庫北側入口に通じ屋外に出る

ことなく，人文社会系学部と図書館の通行が可能となった。

経済学部の蔵書数，受入雑誌種類数等は別表の通りである。

害 数蔵

垂
自
室
ロ

33,598冊

22,028冊

和
洋

55,626冊
ロ
ロ
■
』
■
■
■
■
■

三
一
、

受入雑誌種類数(継続中）

、和雑誌(含資料）785種

洋雑誌119種

計 904種

経済学部の蔵書数，受入雑誌種類数等は別表の通りである。この中，和洋単行本約2万5

千冊を図書館の書庫内の第4層奥に収納し，これらの運用の為に1名を閲覧課に派遣している。

分類については，北大はDCを採用しているが，本学部の象NDCを使用している。和洋雑誌

及び漬料は学部東側2階の盗料室（書庫）約100m*に排架されている。新刊雑誌．資料，辞典

類を2階の教官閲覧室に展示し閲覧に供している。

学部図言室としての特色は，社会科学中の特に経済学,経営学の専門図書館的性格を有す

る。その主な点を2～3あげると，

◆資料一他の大学の経済学部と同様に，実証的研究のデータを提供するために，論文資

料とは特に分離して，宵公署，金融機関，研究機関及び民間団体等の統計資料等が，この範囲

に含まれている。内容は定期刊行物（雑誌扱いと分離して)，年報類，単行本にわたり，主とし

て第2次大戦後から，昭和25～30年以降は，かなりよく蒐集されている。今年度からは特に

北海道関係盗料の蒐集に重点をおいている。

◆国連寄託図書館－国立国会図書館，外務省国連局図書館，京都国連寄託図書館につい、
で1962年経済学部に国連寄託図書館の指定があった。以後全出版物（英語）と文書の一部の寄

託を受けている。特に経済社会理事会の地域委員会，事務局出版物中の各種統計類は，経済学

部をはじめ，人文社会系の研究者には有用な資料である。現在は附属図書館4階に排架され閲

覧に供している。

◆ILO出版物ILO創立の1919年から現在までの全出版物の殆どを所蔵している。世

界各国の労働問題，社会政策の研究には不可欠の資料である。内容はI.定期刊行物，統計年

報類。Ⅱ文書，議事録類はILO理事会議事録,ILO総会文書には予備報告及び質問状，政府

回容，勧告，事務局長報告，総会議事録等からなっている。その他，産業委員会の文書，国連

に提出されたILOの報告等がある。III.不定期刊行物には，国際労働法典，研究報告シリーズ，

それぞれ主題を持つ特別刊行物がある。現在2階資料室に所蔵されている。

経済学部図書室が作成した刷子目録には次のものがある。

国連資料No.1-3,ILO蔵書目録No.1,和雑誌・資料目録No.1(5月出版予定),外国雑誌目録

No.1(5月出版予定）
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昭和41年度図書利用統計（附属図書館）
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2．6

８
９
７
Ｑ

学部’

大学院学生及び教官

|￥＆'￥“|謁薬学｜獣医｜水産｜低温｜応電
利用者

％

○
空
○
白
●

１
０

7

0.08

ハ
ム
、
ム
ハ
Ｕ

●
０

八
一
三
Ｊ
旬
一
三
一
Ｕ

ハ
叩
〉■０

6

0.07

4,301

54．0

714

8．9

7,957

100％

戸 語学演習室

利用者数 開館日数233日

学部

利用者

％

学部

利用数

％

昭和41年度マイクロ・ゼロックス複写業務実績表

戸

(27）

文学 法学 経済 教育 教養 理学 農学 工学

202

4.2

74

1.E

267

5.（

8コ

1.7

2,619

54.5

17（

3.6

272

5.7

454

9.4

医学 薬学 獣医 工教 大学院 その価 累計

35〔

7.4 0.（

62

1.2

37

0.8

101

2.1

102

2.1

4,80

100％

学 犬 交費 学 大 雪） 学タ
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◆人事往来

新図書館委員

真野惰

金子光

山崎勇夫

宮原孝四郎

田中彰

河口至商

昇任

斉木一郎

達昭二

配置換

横山民雄

片桐敏明

新規採用

小林麗子

黒田泰行

山口国雄

経済学部助教授

薬学部助教授

応用電気研究所教授

触媒研究所教授

文学部助教授(一般教養）

理学部助教授（一般教養）

附属図書館事務部長（事務局庶務部人事課長）

医学部附属病院管理課図書掛長（医学部附属病院管理課図書掛）
、

附属図書館整理課総務掛長（工学部経理掛長）

法学部図害掛（附属図書館閲覧課併任）（附属図書館整理課受入掛）

附属図書館閲覧課運用掛

附属図書館整理課受入掛

附属図書館整理課整理掛

退 職

中

高

平
岡

fff
一

万《

法学部図書掛

法学部（スラブ研究施設）
～一一一～－へ一一一ヘヘー→一一一一ヘーヘヘハーへ一一一～一~

国際ドキュメンテーション連盟第33回総会および

国際ドキュメンテーションコングレスの開催 、

日本学術会議の主催で第33回総会，これに引続いて昭和42年9月19日より22日までコ

ングレスが東京プリンスホテルにて開催される。このコングレスには国内のドキュメンテーシ

ョンならびに情報科学に関心をもつ関係者が参加することができ，その主な内容は利用者のた

めのドキュメンテーション，教育と訓練及びドキュメンテーションにおける最近の動向につい

てのシンポジウムが行なわれる。

希望者は日本学術会議国際ドキュメンテーション連盟組織委員会に登録料3,600円を添えて

8月15日までに申込むこと。
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